
ブリーチング訓練を実施しました
令和４年 10 月１１日～１４日の 4 日間、長柄町のご厚意により解体予定の旧

公民館を提供していただき、中央消防署特別救助隊、本納分署救助隊、西消防署

消防隊、味庄分署消防隊の４隊合同で地震等による倒壊建物からの救出活動に備

え、都市型捜索救助技術の強化を目的とし、ブリーチング訓練を実施しました。 

４日間とも壁面と床面のクリーンブリーチングをそれぞれ実施しました。 

 

【ブリーチングとは】  

 地震等により倒壊した鉄筋コンクリート造の建物内に要救助者が閉じ込めら

れ、進入する手段がない場合に消防隊員の進入口や要救助者を救出するための開

口部を設定するために天井、床、壁を部分的に破壊する技術です。 

開口箇所の近くに要救助者がいる場合にコンクリート片等の落下を最小限に

する「クリーンブリーチング」、開口箇所から離れた位置に要救助者がいる場合

に、できる限り早く開口部を設定する「ダーティーブリーチング」があります。 

 

《床面のクリーンブリーチング》   《壁面のクリーンブリーチング》  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


